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令和元年度 第１回府中町総合教育会議 議事録（要旨） 

 

日 時：令和元年１２月６日（金） １３時３０分～１４時１５分 

場 所：くすのきプラザ２階 研修室 

出席者：町長 佐藤 信治 、 教育長 高杉 良知 、 教育委員 坂田 眞澄 

教育委員 田村 雅恵 、 教育委員 小濱 樹子 、 教育委員 上之園 公子 

 

〇開 会   

 

〇協議事項 

（１）第２次府中町教育大綱の策定について 

（２）その他 

 

〇議事内容 

（１） 第２次府中町教育大綱の策定について ≪資料１，２≫ 

現行の「府中町教育大綱」が令和元年度を以って計画期間満了を迎える。「第２次府中町

教育大綱」は、平成２８年４月に策定した「第４次総合計画」と整合を図るとともに、教育

委員会で本年中に策定予定の「第２次府中町教育振興基本計画」を参酌し策定する。計画期

間は令和２年度から令和７年度までとする。 

 基本方針及び基本目標は「第２次教育振興基本計画」からそのまま引用している。町長部

局と教育委員会の関連部署がしっかりと連携を図りながら、基本目標で定める教育施策に

取り組んでいく。 

 

 教育長意見 

大綱内に「町長部局と教育委員会の関係部署がしっかりと連携を図りながら」とあるが、

大切なことなので、引き続きお願いしたい。 

 町長意見 

今年度、県のモデル事業として「子ども見守り支援サポート事業」を実施している。その

際県の担当者より、府中町は町長部局と教育委員会の連携が非常に良いとお褒めいただい

ている。これからもしっかりと連携できればと思っている。 

 教育委員意見 

どのように子どもたちを育てていくか、子どもが主役であることを忘れずに展開してい

きたいと思う。 

 

（２） その他 ≪資料３≫ 

 本年度末で設置予定期間の３年を迎える「学校支援室」の成果と今後の展望について 

 教育長より説明 

「学校支援室」設置の目的は「信頼される学校教育の確立」である。小・中学校との緊密

な連携を図りながら、それぞれの学校のニーズに合わせ、学力向上・生徒指導両面での支援

を行ってきた。「学校運営改善推進事業」では①教職員の意識改革・資質能力の向上を図る
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研修の充実②多様な目で指導、支援、援助、点検・評価する仕組みづくり③学校と連携・協

力・情報共有を緊密に行う体制整備の３つの大きな柱で取組を進めてきた。成果として、ア

ンケートにて「学校教育を信頼している」と答える保護者の割合（H３０年度９３．１％）

及び「子供と向き合う時間が確保されている」と答える教職員の割合（H３０年度８６．３％）

の上昇、不登校児童生徒数の大幅な減少（H３０年度４０名）があげられる。定着した取組、

継続する取組は資料のとおり。 

 教育委員補足意見 

・ H２９年度の「学校の教育を信頼していると答える保護者の割合」は９１．１％、「子

どもと向き合う時間が確保されていると感じる教員の割合」は７０．１％で、Ｈ３０

年度はいずれも大きく伸びている。 

・ 学校訪問では、どの学校も落ち着いて授業に取り組む児童生徒の姿が見られる。学習

規律の定着、校内環境の整備、子どもたちが授業に意欲的に取り組んでいる成果が全

国学力調査の結果に表れており、県内でもトップレベルとなっている。 

・ 大きな変化として、一部の先生ではなく学校全体での授業力の向上が挙げられる。小

中連携ではカリキュラムを伝えていく本格的な連携が取られている。保護者と地域と

教職員と子どもたちが協働で自分たちの教育を作っていくという形ができている。 

・ 学校が一丸となって一つのことに取り組んでいくという形ができてきた。役割分担を

しながら、それぞれが当事者意識をもって係わっている。 

・ 家庭教育支援チームくすのきでは、月１回「カフェくすのき」を展開し、不登校や学

校に行きづらい等の悩みを抱える小中高生やその保護者のための居場所づくりのス

ペースを設けている。結果として、不登校児童生徒数が減ったのは喜ばしい。 

 

 町長意見 

・ 成果指標の達成状況がすごく良い。しっかりと成果が出ていることが数値でわかる。 

・ 成果指標「先生はよいところを認めてくれていると思う生徒の割合」が「第２次府中

町教育振興基本計画」にはあげられていない理由についてお聞かせ願いたい。 

・ 各成果指標はしっかり右肩上がりとなっている。HP 上には H２８，２９年度の実施状

況報告はあるが、H３０年度は掲載されていない。しっかり広報していただきたい。 

・ 学校支援室について、H２９年度に設置し３年度計画でやってきた。タイミングとサ

ービス事業の量が的確に合い成果が出ている。今後収束するもの・継続するものを整

理し、来年度の予算や組織に活かしていただきたい。 

 

 教育長意見 

・ 「先生はよいところを認めてくれていると思う生徒の割合」は右肩上がりに上昇して

おり、指標として成果は表れている。所期の目標を達成したものと考え「第２次府中

町教育振興基本計画」から外した。 

・ 取り組みや成果を町民の皆様にお知らせするよう、しっかり広報していきたい。 

 

〇閉会 


